
各自治体負担額計算表 

１．「基本型」
　　　・・・

　＜２千万円の増収効果がいくつかの自治体で認められた場合＞

新たな
フェイズ２

年度当初の
赤字見込額
（一定の基準
を作る）努力
目標

年度末の赤
字決算額

政策投資の
結果として認
定される経営
増収相当分

350,000,000 10,000,000 340,000,000

105,000,000 3,000,000 102,000,000

105,000,000 2,000,000 103,000,000

70,000,000 3,000,000 67,000,000

35,000,000 35,000,000

35,000,000 2,000,000 33,000,000

700,000,000 680,000,000 20,000,000 680,000,000

２．「基本型＋基金創設型」
　　　・・・

        成果として、経営改善を図る。

①利便性の向上を図る。

＋ ②利用者増を図る。

③増収を図る。

④赤字補填額の抑制を図る。

α

新たな

フェイズ２

年度当初の
基金への

拠出目標額

年度末の赤
字補填必要
額

政策投資の
結果として認
定される経営
増収相当分

最終拠出額

400,000,000 350,000,000 10,000,000 390,000,000

120,000,000 105,000,000 3,000,000 117,000,000

120,000,000 105,000,000 2,000,000 118,000,000

80,000,000 70,000,000 3,000,000 77,000,000

40,000,000 35,000,000 40,000,000

40,000,000 35,000,000 2,000,000 38,000,000

800,000,000 700,000,000 20,000,000 780,000,000

80,000千円の基金が残り、さらなる政策投資へ

資料－５－２

「新たな試行」についての考え方
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２４年度拠出額

負担割合（％）

C

15.0%

15.0%

E

団 体 名

赤
字
補
填
額

（
年
度
当
初

　
　
の
見
込
額

）

赤字補填額（基金拠出金）に、政策投資額（＋α ）を積み上げ、増収分を内
数とした場合（基金増額）

経
営
支
援
対
策
基
金

D

合　　　計

15.0%

15.0%

10.0%

5.0%

50.0%A

B

F 5.0%

10.0%

5.0%

基金へ

50.0%

5.0%

合　　　計

F

A

D

拠出額

負担割合（％） 拠出額（生数字）
団 体 名

期首に努力目標（又は前年ベース）の赤字額を７億円と設定し、期末で実際
の赤字額が６億８千万円になった場合


